
園陸社会文化頚究所紀要第10号 (2008年)

資料紹介南方熊橋蔵[石神間答j!遠野物語j書き込みと機回究書簡での指摘の対照表

溝口佳代*1 松居竜五*2
『石神詞答j

頁数 意書中の書き込み
梅田匡男宛書簡{明治44年 3s26日付) I書き込みについての

での言亙 j解語

(左外)南方議横蔵書

(左タト~左下)明治四十

1頁 i三年八月ヨ 1)九月ノ間

3真

13頁

14真

予田辺ニテ未決監ニア l

ル内郵着監中ニテ読之 i

(211-13) ? 

(2行巨) ? 

シャクジの起源を石持とする説li，坪井博

士あたりに拾まり候様信じおち，云々。按

ずるに，この説は， r塩豆j巻ー{帝亘書
院刊有，十三頁〉に見えお与{長c

36頁 I (2行日) ? 

シャクシを宗教上の儀に用うること。

霊芝を講杓子と唱え，丹設とかで主主人の

首途に送るを干しとする由， r本草綱吉啓蒙j
(小野龍山の〉に見えた均と記憧{展。日高

郡JlI又官林辺で開きしにラその辺で今も霊

(4・7行巨) I芝を1!{!Hこ置き衣を載っときは，哉ち物乱れ
東海道名所記可見 jず，となり。また那智辺で開きしに，寿師，

51頁~欄外写 i婚ニとヲオクル議式 1U1神に嵐を折るにこれを捧ぐる，となり。

真下 11'ι&  Q. 9th Ser. V. I巨大外iにも，婚礼に匙をおくる式あり。一九
Feb. 10 1900 I 0 0 年二月十日のロンドン発行

i ノー y・エンド キーリス

板出四十七.表2 I i随筆問答雑誌jに出でたり。むかし石器
時ftに，石にて作れる天狗の銭匙日本にも
多し。主として獣浸をこそげて柔らかにす

るためのものな布。これを製するに辻，そ

れぞれ専門家の蛮人今もあり。そのころ辻

貴重なりしもの

*1龍谷大学国際文化学研究科特到研究生， *2龍谷大学国際文化学部
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『石持問答』の「石を

罷る故石神なりと云ふ

説は新しく旦高力に侯

へ其告とがたき点之れ

事り候jという丈に対

応、している。

「シヤグジの起源;土石

の神な与とする榔考証

iにlま未だ心服仕る詫は

jずi長jに対応、か?



柳田国男と南方熊楠の協力について
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( 5行EI) ? 

(4行自)左文字

(5-6行目)類衆名物

可見

中え，自然それを贈りし遺患にやとも思わ

れ侯。仏家に如意を宝物とするなども，か

かることにやと存じ候。(如意を宝とする

こと，出向明何の『類緊名物考.]&こ出づ。)

I w石神間答Jの「扶桑
在談実記巻二に 美濃

土蚊郡の!日姓某二震

まで出の子を産みたる

に産衣をこしらえて送

り キuこ豹子を貰ひて
家の守りとせしこと晃

ゆJという内容の本文
に士す正、している口

『石神間答jの本文は子

安観音，子安地譲など i

について述べている。 i

66頁

(右外)今昔山鹿友

藤ノ部党ノ条サイノ神

像ノ親ヲ記セリ

サイの神はむかしより地蔵様の像なりしに

やo r宇治拾遺ム山鹿藤次の郎党，仏を作
り供養するに， {可仏とも分からぬものを作

りしをいうところに，斎の持のようなもの，

とあり。また一昨年あたりの f大阪毎日』
に，小豆島にて今に記れる佐々木{控祷)

イ言説の騒動<r太平記jに出づ)の根元た

りしおさいの方の鎮の写真あり。全く持も

なき離女(尼ごときもの)の頭に三角鱈子

をあてたり。患うに，サイの神像を『太平

記iの話によってオサイの方の像といえる
ならん(切り抜き今に保存しおれり。〉

80頁

84真

( 2四 4行巨)記ナト|ニモ

将軍トイフ山アリ

( 3行目) ? 

『石神間答Jの本文;こ
は「信護奇勝録巻五に

は更級君sJlI構村大字
石川の山頂に将軍塚あ

りjという内容の記載

主主ある。

『石神問答jの本丈に

は[愛宕山の神体に辻

往々にして束帯。軒高の

{象あり 何れの時弐に

始りしものにや注意

すべき思想なり」とい

う内容の記載がある。

一日

L

P~門部の役。左義長のほかに，内裏にまい

り菊に絹をきせ扶由， r嬉遊笑覧』巻一二
に見え候。
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86頁'

111頁

L一一一

113真

117真
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( 6・8行自)道弘ノ争

とニ起レリトイフ

(101T目)吉錆公モ比
内ニアリ

(51子宮) ? 

( 7行目)つ

サギチョウの基づくところ鴎道にありと!

論じたるもの，いまだ需き及ばず，云々。

すでに f和漢三才盟会j等に，11.道の争い
に起これる由いえるは，多少この意あるに

あらざるか。

御霊のこと。御霊の中に吉錆公あり。その

わけ審らか告らず。小生案ずるに，たしか

f本鐘』に，克仁天皇却{立のとき文室浄三

(天武皇孫)を嬉備去が擁立せんとして藤

嘉百JII等にやりこめられたることあり c こ
れよりのち吉額公不平にて面白からず許わ

られたりと存ぜられ候。そんなことにて梅

霊の中に入れられたることと存ぜ、られ侯c

『石神間答jの本文に

は「不遇にて物故せし

数人の貴族戟臣を神に

祭られしやうに錠へど

も 民間にては或は全

黙之と異なりたる調霊

に関する概念を存せし

かも知れず{長Jという
内容の記載がある。

I石神間答』の本文に
は「荒神の梓{象と申す

こと rJ駿汚志科jを
始め折々書物に克うけ

申し侯比の神本拐の性

質より$さば錦{象など

はあるべき筈もなく侯

へども 是れ亦荷れか

の蕃神と習合したるも

のなるべく候」という

内容の記載がある。

『石神間答jの本文に
オホとト

は「串上度は大人は装

83~去神会りと云ふ説に

候 .lltiま今日迄国i播志、

に見え侯外類説あるを

知らず{戻普通には大
ヤマヒト

人と辻白人白男のこと

を申すかと存じ設其

大人は小生が久しく研

究しっ、ある一題自に

候 君主今迄の材料にて

は此物辻妖怪にも非ず

鵠々にも非ず唯我々

と全熟社舎を異;こせる

此冨の現在民にして

多分仁深山に在りて世

人の注意、を免れたる少

数の生蕃かと考え扶j

という記載がなされて

いる。



「一一一一一

118頁

119葺

柳田国男と甫方熊楠の協力について

(3行百) ? 

命誌は I古語拾遺iなどに，某神の御前を
祭るということあり。欧人辻これを例の陰

茎(女持ならばi室戸)を祭る議と解し鉄人

多し。小生アストン氏等の嘱により，この

ことにつきしらべたるものあり。表彊上の

ことのみ通知し，あまりに猿なることは原

稿を今に和歌山の議庫中に揺し量きあり。

権存知にもや，五十年ばかり爵に英軍にて
ベーン ナイト

私刊して友人にまりしPayneKnight rキ
リスト教捷の陰茎，陰戸崇拝j(絵入り)

大冊一時にて大著述，今後かかるものはい

(5-8行呂)ミサキ蹟|かに研究するも出でまじとの評なり。大英

リトイフコト忠臣意ニ i博物館にも原板一本あるが，持別問覧をの
アリ

， (4行自)鎮宅霊存

み許すことに張。前日ロンドンにて翻刻一

部三十五円ばか川こて売り出で候。仏語訳

の本一冊二十円未満で売りに出で候を，小

生一月二十日ごろ購求詮丈送金致し置き

候。そのうち着き長わl耳鼻、和歌出に秘せ

る原稿取りょせ，ナイトの著と共に比較侯

上， 11館前考jを作り差し上ぐべく扶。か
の r1長名手本忠臣蔵j，与一兵傷宅の匙に
fミサキ語りがシュンダル迂どにJ(r羅道
笑覧j一二或間付録に述べたれど，明解な

し)。このミサキ踊りも，なにか侮前に関

することに無之やと存ぜられ侯。

文武のこと。紀外iにて，今も妙、晃掃などに

図のごとく駅鈴様のものを，本，錦等にて

作札鎮宅霊符と字を亥ljし，一方に亀蛇朝

交わるの函を画きたるもの多く候。(二五

0頁入行)に，地鎮安宅法云々，と f石神
間答J，こ出たり。

『石神間答』には， i猿
田彦を右の大人去りごと

ど、は飛んでも無い事
すこ

のやうに侯へども 些

しく考へにばならぬ麗

四つ誌ど有之候其ー

は積田彦神は正しく富

津梓にして 大人も事

日本の先生民の遺章な

りとすれば慶き意味の

匿津子申会ることjいう

内容の記載がある。
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124真

128頁

129真

130頁

238 

(3行日)ヲ

(11行巨)田道?

〔本文:由討将軍〕村

一道

『石神間答』の本文に

は， r凡そ諜田彦神は
一神にして数名あり j

そして「是即ち近代の

信侮を表現する説なる

べしjという内容の記

述がある。

将軍塚iこ関する『石神

間答Jの本文中に，1田
村将軍の壕jの記載が

あるが，その討す」の字

を斜親で泊L，害報を
51っ張って「道jと書き
込みがなされている o

f石神間答jには，戦国
時代の告侮仏としての

勝軍地蔵。北京より伝来の真議製{象(烏に Ir持軍地蔵Jtこ関して
iのれり，早胃を者ぷ)大英博物館にあり。 I記載がある。また，そ

( 9 -12行巨)持軍地蔵 i i 
i籍軍(党名ジヤセナと記臆す)，仏経にあ iの{言到に関する「武家北諒又酉蔵ノモノ大英 1": ~.~':: ~ .-，.. -/ -H~"'~' / f' '~'I~' --/ i 
iる名に候。故サ-.ウォラストン e プラン iの帰依最深く侯っき

博物館等ニアリ I -~. ~，':'.v ;::~ ". /. ~ :_ . -/ / -I 
iクス (W大英類典j大-0較に，この入の i本来女体の摩利支天が(左上) ? ~_~~.' L\U/~_/_::~/~~._/' '-' l/~~~_，.，，_:~~_/.，:.~ I 
3伝あり)の嘱により，小生大英博物館宗教 iいつとなく男体に変せ
部整理の時，その旨名札に書きつけ置き候。 Iしjという記載につい

て， r? Jの書き込み
がなされている。

『石神間答』には「扶

桑略記天塵二年の記事

は匙の時代生殖器崇

拝の迷信起りしことを

小生辻山中氏と反対にて，陰陽崇拝は日本 i示すものなるべく設
あめの弓ずめのみこと あら l 

に太古よりあり，天鋸女命，まLを露わすと jj号、考にては本邦にては

か，また紐を轄下に垂れて舞う等は陰門を iか、る信仰は上古には
出せしこと(ギリシア語にi室門を露するこ j之れ葺く中昔より始ま
とを磨を露わす，英語にて援を露わす，と[りしこと、存じ候

132頁(4行自) ? 1$し候)，また猿匡彦の鼻は陰茎のことと Ir古語拾遺jのヲパシ
( 9行EI) ? :この書 j存ぜられ候。『燕石十謹j第三冊因。入頁!ラの芳三を準口lこ量くは

き込みは132頁のもの

であるが， 130頁の議

論からの続きであると

考えられる。

に，義経，増生坊に兵法辻習いましたれど， j崇信と;ま言ふべからず

どう天狗の若衆に成らるるものか，あの鼻 i禁厭の法なるべく侯
の体でも御覧あれ，などあるごとく，酉洋 i天襲年中の二神保に至
でも陰の大なるをいうに鼻を宇すが通常な iりては正しく其の頃王
り。菱)11陣宣の絵に，大兵少陰茎の僧，衆i都の晶子議なるべく義
人;こ課にされ，小陰を笑わるるところ，美 iこれが猿田彦神の道桓
童二人これを見て艶基を含み，袖にて口を i神ならば其の女神は
覆う。傍の人， rちごたち誌，こんなのを i今も諸国に男女二体の
すこうjとあるとまるで反対のはなしなり。 i道担神の石像を見ると

あめのうずめのみこと

同じく天錨女命を併記

せしには非ずやjとい

う内容の記述がなされ

ている。



梅田国男と南方建請の協力について

133頁

142貰

(3-4有目)ミサキヲ

祭ルトイフコト

いそま

シュク。 a辺近所磯罰(古書に名高き処な
(4-6行日)田辺関近!り)は全村シュクな布。むかし小栗判官，

ニモア 1)，ソノ処ニ猿 i熊野へ嬬病治療のため入湯に下りし時，宿
神話毒ア 1) Iせしものの子孫を!?ぎという， と缶う。常人

に比して助骨一双足らずなど申す。

145頁 I (右外)南方議議蔵書

153頁 (10行日) ? 

185買 ( 6行自) ? 

f石神間答』には f疫
神を祭ること信じ難し

との御説ながら 疫神

;も疫梓を追払ふ梓も共

:に祭られしこと之れ有

るべくと存じ侯jとい

う内容の記載がされて i

いる。 I

『石神間答iの本丈に

は， I社辻大和吉野郡
中荘村大字矢治にも宿

ノ神社有之侯此圏な

どにはシュクと申す室長

民有之jという記載が

ある。

f石神間答iの本文に
らえんてん

辻， I部羅廷天には堅
牢の義はあれど もと

単に強力の神にして土

地との関係はなかりし

にやjという記載がさ

れている。

I石神間答jの本文に
辻 f民間の左義長又は
幸神祭にては正月の注

謹簡を娃くことを主た

るE的と致居侯やうに

候注j漣舗のシメは却

ち占有の占にて 最重を

廷え又は串を挿して一

定の地域を一時我用と

震すの越旨に出でたる

ものに候へ共足時に外

敵を入立てじとする努

力をも意味せしにや」

という内容の記述があ

るG

239 



rr日本最時記iには，サギチョウヤ， トウ
ヱヱとはやすと有之候えども，果たして

挺ありや。今E開くところは多くトンド

ヤ，ホチョウジヤというように{見云々。j

紀州和歌山にては「トンドヤ，サギチョウ

ヤム田辺にては「チョウサヤ，サギチョ

ウチヤ， ドンドヤ」と申し候。『嬉遊笑覧i
巻10下などによるに，朝廷の左義長の節も

唱f甘え(予は大黒)来たりて太鼓をたたき， I r五千申問答jの本文に
[止牟正吉Jとはやす，とあり。また大黒|は， rs本義時記には
舞か侭かの歌(温知叢書『大黒鷲考証iとlサギチヤウヤ， ドウド
たとうものにあ与し)に「ドンドドンドと|ヤと誌やすと有之候へ

廓入り」とあ号。『嬉選笑覧j左義長の条|ども 果して撮あ与や

( 3 -5行目〉和歌山ニ I(巻-0下)にも，大黒舞はこの唱門隔の|今日開く所は多くトン

187頁 !テハドンドヤ，サギチ!左義長よ乃出でたることを知らるとあり， Iドヤ，ホチヤウジヤと
ヨヤトハヤス也

200頁 (11行自)ヌカ塚

240 

サギチョウの意はとにかく， rドンド」は|云ふやうに候小生が
太鼓ハヤシ??を擬したると存ぜられ侯。 i生園播磨にてはこの行
それにつけ可笑しきは，国道にて六年ばか|事を左義長と辻申さず

り目、蔭より，小学教師等，生徒児童を誤戒|ドンドと中長jという

してサギチョウを行なうを得ざらしむ。し|内容が記述されてい

かるに，なおこれを有なうものあり，鳴り|る。

物を用うるを書ざるゆえ，口頭のみで{ド

ンドヤ，サギチョウヤ，チョーサヤ，テン

テコテンヤjと申すようになり候。すなわ

ち，太鼓の昔が「ドンドjの上に，また近

ごろの開きょうがかわれるゆえか， 1テン
テコテンヤJを萱加したるものと存ぜ、られ
{員。下女ごとどが物を可嘩に言わんとて 11j籍
調膳jという類に候。

あっそ

田辺近傍呈来[朝来]村iこ「ぬか塚明神j

あり c 合軍Eで全く減却されおわりぬ。 近ご

ろまで除夜にこの社へまいること撃し。実

は除夜でなく元旦にまいるべきにて，むか
ます

しこの社へ元呈もっとも早く参りしもの升

を拾い{神よりもらい)，それにて未をは

かり大和を毎たり。故に元旦にもっとも早

く参り福を獲んとてもことに候いき。

f石持関答jの本丈に
は， r塚の名には注意
すべきもの少からず候

荒神塚，土塔塚，五郎

塚，老婆塚，聖塚，行

人塚，出伏譲，他人塚

等辻或は卑説を劫くる

に足るべく 又意義は

不明なれど調子塚，豆

塚，小耳塚，飯森塚等

は全昌に亙りて多く存

在致{長殊に多きはス

クモ塚又はヌカ塚と稽

するものに{長jという

内容が記載されてい

るc



榔盟国男と薦方議捕の協力について

f石神間答Jの「地を
劃して神の領域と為し

崇敬の極其草木に手を

触れざるより 百年を

出ずして孤島の加き小[

替f林を現出せしものな
るべく 而も其多くは

当初土を封じ壇を築き

たるものに相違なく候

多くの森辻何程も平地

202頁 (6-8行自) ! ! ! より高からずと候へど

;も 平折なる水田の中

に立てる所謂田中の森

の如きは土をおかざれ

ば到底出来まじきこと

に{長平京地方に所々

の小樹林あり 有くも

森あれi工必ず持あるは

日本風景のー特色に有

之候jという内容の本

文に対応している。

東牟婁郡第智村より高田(非常にきびしき

204真 (右外)熊野ニモアワ
村なり cある冬日，小生，白昼に行きしも，

数里の詞，入なく，気味悪くなち逃げ帰り

し)に行く間道に，ヨボシ石という所あり。

字賀。匡辺の漁夫の話(今年ーヨ二十九日夜

聞くところ，筆記のまま)，田辺の海中にウ

ガというものあり。〈東牟婁郡の三輪崎に

てカイラギという。)蛇に桜て，赤白設を

なして斑あり，はなはだ美なり。尾二に分

かれ，中央は数珠のごとく両方は組長し。

i芽ぐ時美麗極まるなり。動作および、首を水

上にあ汗て湛ぐこと詑に異ならず。この物

を獲れ迂，舟玉をいわいこめたる横木の前'

の板(平生この上で物をきることなし)を

裏返し，その上にてその尾をきり記れば海

221頁 幸多L，長さは二妻尺ばかり， と。このj互に

てj，I，いをi「うt必去る)4.見，rとみ誼d合Mき，せ，( てf様の立方形を本にて
作り (風の方向をよく克合わ

すを 舟の後部)仕しあ合わせ，中に

ドッサリ(獲物多く〉積み込むこと」と祝

す。双六サイは三と図と桔反対し，その時

に五(ドッサ lJ)あるゆえなり。さて紙に

て小さき雛を二つ作り，大豆に白粉をしろ

くぬり，墨にて眼鼻かき{男女)顔とす。

右ゴ品を，橿柱を立つる横木の劉彊より穴

をあけ，その中;こ封ヒ入れ，釘にて匡め開

くことなし。これを艶王という。
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223頁

227頁

229頁

235頁

『遠野物語J

1頁

8頁

242 

(10行自) ? 

ツゲノサイ。熊橋案ずるに，古え道祖持の

石を属れる短にて，石占を間いしこと多し。

喜多村信節の『画証録J(国書司行会の
I続燕石十種』第一罰にあり)等に多く見
;えたり。ツゲは告にて， トを告ぐるという

意か。

斗ン ハピニロ

大Eを山にて祭ること。天文中 St.XavIer

i草者の呂本記行に見えおり候。生身の丈日

現わるる，とあり。田昌にも大日あらわる

るi竜あり。

(4-6行自〉掌善又聖|勝善は掌善治、毘j何等に掌善，掌悪の二

天? I天子侍立する，と士宣法竜信正に開けり。

〈左タ判明治四十一年

十月四日 南方熊槙蔵

( 1行目上〉印度ノ夜

叉ノ話ニ似タワ

象頭出のことは，弘法大師の『都議記Jに

f七金山土妙高山を周通いて言語むなり。
第六，昆i~，色畠山。この出は是主長畠神の
頭に似たりJとあり。

f石神需答iの本文に
は， i友人語葉君の話
に金聾惇説は泰出の信

ffPに基くとのことなれ

ど或は又日天子大日

如来などに因縁するか

も知れず候大ヨは塚

にで祭ち高山;こて祭り

しこともあるかと存じ

候jという内容の記載

がなされている。

『石神間答jの本文に

は， i勝善又は想、書と
申すも脂馬牛村には村

社にであり 又遠野町

にも村社にてあり 其

弛の村々にもきっと一

づ.，.f立はあること、存

じ長jという内容が記

載されている c

I遠野物語jの本文に
iま， i幾人か生みたれ
ど，我に似ざれば我子

には非ずと云ひて食ふ

にや殺すにや，昔何れ

へか持去りてしまふ也

と云ふ まことに我々

と閉じ人間かと押し逗

して詞へば，衣類など

も世の常なれど，たず

張の色少しちがへり j

lという内容の記述があ
る。



梅田国男と南方熊請の協力について

ト 能登には，ほ時とと鳥ざす盲目の人にて， その弟が

おのれにうまき物を食わすを，おのれひが

める心より，弟は一層うまい物を食うべし

53真 と部誰し，苦しめ，弟終に自殺せしを海い，

今に会きありくということ，請年 f大阪毎
8Jにて見申し{長。切り抜き今にあれど，
只今ちょっと分からずc

57頁 (左外)南方熊捕蔵書

オシラサマはもと養蚕神なるべき出は， i 
69真 『東京人類学雑誌j昨年十一見分八一頁

(1馬頭神についてJJに載せ置き候。

E尻長コ郎の話i土， r曽.0;-呂F 利物語j巻の二，
天狗の鼻捕のことといえる条に似たり。

「苦国文産」の『落語全集iにも出でたり。
[学生文芸Jの「山梓とオコゼJのこと。

矢木山辻， U売風土記jによるに，ゴ本荘
名柄村と尾鷲鶏矢の浜村の関なり。今は替、I

本全く伐与去られたち。北牟婁郡かI事牟婁

君sなるべし。矢木出とあるはその辺の小字
ならん。

笑祭は，紀州日高郡和イ左村にありし。和生

の笑祭とて名高し。 r紀伊名所医会jにも，
図を入れて出でたり。呈伝に，むかし出雲

大社へ諸神召集されしとき，この社の女神!

大忙ぎで飛び行かんとし，誤って揚巻を社

辺りの謀杏樹(現存せしも，例の合詑にて

この社は見る影もなく潰されおわれり)に

51っ掛けしを，なおすに間あちず，丸裸に
て飛び行きしを見て，群神大いに笑いしと

のこと，それより笑祭捨まれりとぞ。

243 



-霊ftをtotemとせるは如何。貴文のここ
の意味ならんに泣 fetiche(また fetishと

書す)なるべしと存じ張。ドイツ入シュル

ツェの『フェチッシュ篇iとて名高き著述
あり o totemは，形あるものにあちず。支

部の古書にも[木姓，鼠娃あり，また竜を

もって官に名づくJ，わが国にてなお国々
捕をもって名とするもの多く(元弘ごろに

紀子代橋丸，また正慶中に紀丈檀丸あり。

丈補丸の券書を見るに，文中に犬捕丸，署

名に丈橋とあ与。かかる略用より熊請など

生ぜしならん入また諸神の氏子おのおの

某の生物を食うを忌む等のことあるは

totemの遺員と存じ{長。このことは，現今

89頁
i豪州土人にもっとも盛んにて (fetishはア

フリカ土人に最も多く行なわる)，攻伎な

ど多くこのことより生ず。 濠ナH土人は，今

に男女交合と産子とは何の関係なしと信十

じ，かの葉音の母が電を見て感じて芋み，

言穫の母が巨人の勝を見て苧みしなどいう

ごとく，子は特霊ある某物の授くるところ ι

と国信す。交合するごとに子を苧まず，ま

た入によりやりつづけにやりながら子でき

ぬものあれぜなり。ドイツの小児は今も鶴

〈コウノトリ)より生ずという者多し。こ i

れらの信より totem辻生ぜしなりとて，

英人ブレザー氏近著『トテミズムおよび外

族婚』と題せる大冊二巻あり c 小生は襲う

こと能わざれども，大意は雑誌の批評にて

晃申し{員。

95頁 (1011-目上)幸考見

105頁
(12行呂上)寺ノ美童

ノ多キヲホメタル也

遠野鶏の重量子躍に古く

から用いられている歌

の曲があるとして挙げ

られているものの中

113真
(10行昌上〉熊野マイ で， r遠野物語iの本

文には， r此銭を如何
E 

な裁だと思し召す，伊

勢お八まち銭諜野琴の

i童ひあまりか」という

記述がある。
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